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資料紹介 『爾丁朴憲永全集Jの調行に寄せて
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その号を罰丁と称した朴憲永は朝鮮近現代政治において非常に重要な活動を行ったにもかかわらず、
南北朝鮮問の分i訴状態が継続した関係から、これまで体系的な著作集が刊行されなかった。一方の大韓民
国(以下「韓国jと略称)では反共国家としての性格から、朝鮮共産主義運動を若き日から指導した朴憲
永の著作集刊行は、政府当局により長く解禁されなかった。地方、朝鮮民主主義人民共和国(以下「北朝
鮮jと略称)でも金野成が朝鮮戦争中に開始した朝鮮労働党内の粛清において、南朝鮮労働党(以下 f南
労党Jと略称)の事実上の最高指導者だ、った朴憲永は「アメリカ若手国主義のスパイjという罪状で1956年
7月に処刑された経緯から、歴史の関に葬り去られてきた。
この意味で2004年7月、韓国の歴史批評社による f部了 朴憲永全集J(以下 f全集Jと略称)の刊行
は、極めて意義の深い業績で、ある。全集は、北朝鮮初代内閣で副首相兼外相という高位の役職を務めた彼
の青年期からの主要な論述や演説をはじめ、モスクワでの学習ノートや獄中での陳述書など、これまで日
の呂を見ることのなかった資料を集大成した。
本稿では、この全9巻からなる全集を刊行までの経緯、市了朴憲永全集編集委員会(以下「編集委員会j
と略称)の編集方針、全集の特色、そして全集刊行の意義と刊行後の朴憲永研究の課題に分けて、舶に紹
介する。なお以下、本稿では生存中の人物を含め、敬称を全て省略することを予めお断りしておく。
1. r商了朴憲永全集j腎行の経緯
ウ寸ンギョン ノ〈クピョン
そもそも全集刊行の開始を遡ると、朴憲永の実子である寓奇寺の住持(住職)の翻鏡(本名 朴乗
-，の誕生に行き着く。閤鏡は朴議永が大田刑務所から出獄後、彼と鄭 }I買年との関に出来た息子である。
チョンテンク
その母は、いわゆる f京城コム・グループ」同志の鄭泰植の姪にあたる。圏鏡は、彼女が朴憲永の身辺
の世話をする聞に誕生した。彼は誕生後しばらくして実父母と離別して暮らすことになったが、自分が朴
憲:永の実子だ、と知らされた10歳前後から父親に対する特別な感情が生まれたようである。国鏡は「若い頃
から父に認する資料集を刊行するのを使命と考えてきたJと述べている(九
(1) 朝鮮日報J2003年5月22B。市了朴窓永全集編集委員会編 fr街γキト慾永全集j刊行関連報道記事集成j(韓国文)際
史批評社、 2004年、 p.32. (以下『記事集成jと略称)
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この全集の刊行作業が具体化したのは、間鏡が出資者の一人となってソウルに歴史問題研究所を1986年
2月に設立したことに始まる。当時の学問的な状況としては、カミングス (Bruce Cumings)が f輯鮮戦
争の起源j第l巻を刊行したのを受けて、韓国でも朝鮮解放史すなわち日本植民地統治から解放されて以
降の現代史を研究しようという機運が一気に盛り上がっていた時期だ、った。その朝鮮解放史に非常に大き
な影響を与えながら南北朝鮮で忘れ去られてしまった朴憲永研究の端緒は、lEに彼の忘れ形見である園鏡
が開いたと言える。
ただし、彼が自ら朴憲永の実子であることを公にしたのは1989年10月になってからであったへこの時
間的な経過は、この時点までどれほど反共国家の韓屈で共産主義運動の最高指導者のひとり朴憲永が疎ま
れる存在だったのかを如実に示して余りある。だが韓国は、「北方外交」の成果として1988年のソウル・
オリンピックの成功を契機に共産閤諸国と相次いで国交を樹立、続いてソ連邦の崩壊という形で冷戦の終
を迎えたのである。
これを受けて圏鏡は、 1991年にそスクワに暮らす朴憲永と彼の最初の奏である米世竹との開に生まれ
た朴ピピアンナ (P03eTa BI1BHaHHHa 行部)を訪問し、異母姉弟として初めて感動の対面を来たした。
そして、その2年後の1993年に囲鏡は全集の編纂を歴史問題研究所に正式に提起するに主る。こうして、
歴史問題研究所を中心に披進され始めた全集編纂は、資料収集に際しての時間的、空間的な障害を克服し
ながら、関銃の提起から10年余もの長きにわたって継続された。
編集の責任者たちが述べているように、この10年以上に及ぶ全集編纂作業は次の4つの時期に分かれて
展開された。第一期:1993年夏~1996年夏、第 2 期: 1996年夏~1997年冬頃、第 3 期: 1998年初~1999年
末、第4期:2000年初 ~2004年夏の全集刊行。
このうち第一期は韓器、米国、ロシアなどで「主に基本的な資料を発掘し、入力するのに力を注いだj
時期であり、試行錯誤しながら後述する編集方針を打ち立てた。第2期はこの方針に立脚して「資料を整
理し、本格的に校正する作業に着手した」時期であり、 1997年には図鏡が初めてインタヴューを通じて全
集の刊行予定を紹介した。第3期において「最終の校正と解題の全面的な手直し、そして資料の完壊な整
理のためJ約2年が充当されて、朴憲永の直譲「著作J、間接的な「資料」、そして「田顧や証言資料jと
いう 3つのジャンルに資料を分類することが決定された。この後、最終的な編集に着手したが、新しい資
料の発掘と未整理のままだった間顧や証雷資料を大IjJjiに補完する作業が第4期に行われた(針。
キムグクプ
筆者は既に第 1期において、当時の中央自報社特別取材斑チ…ム長だ、った金崩淳からこの全集編纂の'情
報を得ていた。そこで、全集編纂の過程で冨鏡と 2回、責任嬬集者を担当した予海東と l毘それぞれ開会
し、全集編纂過程での資料開示とその閲覧を要請したが、残念ながらどの機会にも果たせなかった。また、
筆者は年 3~5 回の訪韓の度ごとに歴史問題研究所を訪問して、全集の刊行がいつか、しつこいよう
ねたものだ。
このi諜に必ず返って来た自答は、技術的な問題もさることながら、韓患の安全企画部(現田家情報説)
からの監視と干渉が殊の外ひどいという事情説明だった。つまり、全集の刊行までには、韓国社会や韓国
政府ーから来る稲見や抑症という壁を乗り越えなければならなかったのである。
このため次に紹介するように、全集を編集する基本方針がその作業を質量ともに膨大なものとし、刊行
を遅延させる結果をもたらした。鴎鏡の預金通i践を通じて出て行った金額だけでも、約3鑓ウォン(約2，900
万円相当)に達すると言うは)。幸いなことに、鹿武館現政権に に関わった研究者たちが少なか
(2) rRt~Jjジャーナ jレ(稼国文) pp.66-68、1989年10月29日。 f記事象)jlUpp.7-9. 
(3) 制鋭・徐仲錫・ヲ壬海東「全集編集作業、その10年のE翻J(韓国文)、?而了 キト慾永全集J/f霊史批評ネ士、 2004年、 pp.14
-18. 
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らず参加し、韓国政府からの抑庄は事実上なくなった。しかしながら、韓国社会で受け入れられる線に沿っ
て全集は刊行される必要があった。
2.商了朴議永全集舗集委員会の編集方針
編集委員会は全集編纂が開始されると共に組織されたが、組織された当時は f情報機関の妨害を受けな
いか、そうでなくとも在翼から fアカjという非難に苦しめられないか等々の憂慮から自由ではあり得な
かった」という(針。ここから、編集委員会は、一つには学界の元老ならびに中堅研究者たちを中心に伺委
員会が構成される、二つに日米中ロなどで収集した膨大な資料は「原文そのままJに表記を行う、第三に
資料ごとに客観的で詳細な解題を付ける、という編集の基本方針を出した。
まず第一の編集方針は、当時の韓毘歴史学界の元老に編集委員として参加してもらうことにより、韓国
の反共主義イデオロギーから来る根拠のない誹詩、中傷を免れる狙いがあった。それだけでなく、中堅研
究者たちを引き入れることで、彼らが編集作業段措で更に研究を深化させることができるように覗り計ら
う意味もあった。この方針により、反共的な非難から編集作業を守るのにある相当は成功したと苦う。
体的な編集委員会構成員の姓名をここで言及する必要はないだろうが、責任代表に成均館大学校教疫の
徐仲錫が就在したのは、彼の業績や人JI民から見て正に打って付けだった。
第二は、自米中ロに散在する朴憲永関連の資料を幅広く収集して、恭本的には全集にどの資料を掲載
するかの選択を行わないという編集方針だ、った。編集委員会は政治的に対立が続く南北朝鮮の現状に鑑み
て、何らの主観的な判断も下さずに各資料を読者に示そうとしたわけである。したがって当然、「原文そ
のままにjこれらを掲載することが求められ、これがために資料の収集から正確な翻訳を経た全集の刊行
に主るには、極めて長い歳月が必要となったのである。
第三の嬬集方針は、キト主主;永が日本の植民地統治下の独立運動、米議政下の南朝鮮地域でのさまざまな活
動、そして北朝鮮地域での南北統一のための諸活動と、いくつもの政治勢力との対抗と揚力の錯綜する関
係の中で共産主義運動を展開してきたという経緯から直義に採択された。この方針は、朴憲永の活動が当
時の日本、中関、ロシアと広範囲にわたるだけでなく国捺共産主義運動の深い部分にまで到達しているこ
とに誤らし合わせ、これを読者に紹介するには整会的に資料を分類しながら客観的な解説を付ける必要が
あるとの判断からだ、った。
うまでもなく朴憲永は、呂本植民地統治下における朝鮮独立運動についてはその不屈の一貫性が認定
されているものの、再建された朝鮮共産党の銘線やそれに基づく指導をめぐり、また北朝鮮で受けた fア
メリカ帝国主義のスパイjという判決に関しては、依然としてそれぞれの立場からする主観的な評価が対
立する人物である。しかし、編集委員会はそれだからこそ、出来るだけ整合的に資料を整理し、それらに
主観を廃した客観的な解説を読者とりわけ研究者たちに提供しようと努力した。
これらの編集方針がどれだけ全集で反挟されたか、は読者の判断によるしかないであろう。だが、少な
くとも筆者が調べて見る限り、おおむね編集方針に沿って編集されていると考えて過言ではない。なかん
ずく全9巻からなる全集の構成は、次のように整合的になされ、読者に大きな復立を与えている。なお、
各巻の末尾に付けた括弧( )内は、各巻の総ページ数を示しており、日本の朝鮮植民地統治を意味す
る「日帝Jすなわち「日本帝国主義jの用語が使われている。
(4) 女性朝鮮j(韓国文)2003年7月号(ソウル、 2003年7月)0 記事集成Jp.41. 
(5) t <新刊報道協助姿翁>資料?而了キト慾永全然(全9巻)Jp. 4.この資料は、全集編纂に主導的な役割を来たした成
均館大学校教授の林京錫から頂戴した。
114 森
? ?? ?
本ト憲;永の自筆著作全3巻;第 l巻 日帝下の著作集 (377頁)、第2巻 米主事政期の著作集 (791頁)、第
3巻北輯鮮時期の著作集 (461頁)
調達資料全4巻;第4巻 日帝下の関連資料 (787頁)、第 5~6 巻米第政期の関連資料(第 S 巻 661
頁/第6巻 391頁)、第7巻北朝鮮時期の関連資料 (525貰)
自顧・証言などの資料金l巻;第8巻 関係者や家族などの回顧・証雷資料と朱世竹の関連資料 (975
頁)
と年譜全1巻;第9巻 この聞に収集した全ての写真と合わせて詳細な年譜を収録 (519頁)
これらのうち第9巻は、成均館大学教授の林京錫により全集刊行に先んじて f部丁 朴憲永一代記jと
して刊行され、全集刊行の先触れとなった。そこで本稿では、編集委員会の区分に従い、第9巻を徐く全
集第 1~8 巻の日次なりとも全て紹介すべきであろうが、余りに多くの紙面を取ることはできないので、
編集委員会が特記している全集にしかない部分を次章で各巻ごとに特色として紹介したい。なぜならば、
既に自本でも米国アーカイヴス等に所蔵されている資料のうち相当部分が紹介されており、この中に朴告さ;
永関連の資料も少なくないからである。さらに、第8巻などはむしろ詳細な紹介をしない方が、読者に是
非とも一読したいという関心を呼び起こすのではないだろうか。
3. r田了朴翠永全集jの特e
ここでは全集の巻数}I買に従い、編集委員会の資料を参考に各巻で特記すべき特色に加え、筆者が見て紹
介するに値する資料を紹介する。紹介の前に各巻に共通する事項を挙げると、全て巻頭に歴史問題研究所
長を務め現顧慌である李離和の推薦の辞「南北の和解と王子和統一を熱望しながらJ、闇鏡・徐仲錫・5升海
東の連名による刊行の辞「全集編集作業、その10年余の苦闘Jが掲載され、その後に凡例、約語表、そし
て日次が続いている。
この目次には資料名の前に各巻数資料番号の順に番号が付けられ、判明する範関内で資料名の後には
関係する年月日が書き込まれている。例えば11-17 控史上で見たキリスト教の内閣 1925. 10. 29J、「文
書13 公判審理 1955.12.15.J、「口-1 南朝鮮労働党の組織 1948. 4.27. Jのような具合である。ま
た、各巻末には索ヲ!と編集委員会々員名が、それぞれ朝鮮語のアイウエオ順に当たる刀u日間績に掲げら
れている。
まず、第 l巻にはロシアから持ち帰った多数の資料が収められている。備えば、村、憲永がモスクワのレー
ニン大学で学習したノートは、朱世竹を経由して朴ピピアンナに渡され保管されていたものである。 朴憲
永が「弁証法的唯物論と歴史的唯物論」と題しているノート(1 -53)は、 1930年10月から31年3月まで
の英語による講義録だが、ここからは彼が西洋哲学を学習した様子をうかがうことができる。朴憲永は
金丹治と共にレーニン大学を卒業したわずか2人しかいない朝鮮人革命家のひとりだ、った。だが金丹治が
スターリンに粛清された後、解放政昂で活動したのは朴憲永だけだ、った。この経緯を考えると、このノー
トは朴憲永が少なくとも当時の戟鮮で歌米事清に明るいインテリゲンチャとして、ドイツ留学歴を持つ
イカングク
李康国などと共に、どれほとや得難い存在だったかを示している。
同様にロシア資料として、朴憲永がコミンテルンに送った各種の資料があるけ -7/1-8/1-
9 )。これらは、朝鮮共産党の結成と前後して高麗共産青年会でその責任秘書(=総書記に該当)に選出さ
れた朴憲永が作成したものとして、当時の共産主義運動の内部事情を知る上で貴重な資料である。国i禁共
産青年同盟に提出したこれら資料は、 1925年の朝鮮共産党結成語における朝鮮人共産主義勢力潤の派閥闘
争を如実に示している。「内地派Jと朴憲永が呼んだ火曜会派を中心とする 113入会jが主導権を掌握す
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る中、いわゆるソウル派を排除している様子だけでなく、当時の党組織の方針がわかるのである。
また向巻には、臼本の警察当局の捜査官に供述した読書の一部である「共産主義Jという資料(1 -18) 
が入っている。これは当時、朴議永が警察による審問という条件下ではあれ、自分自身が共産主義思想、を
どう理解していたかを示す資料として貴重である。朴憲永はこの中で「社会進化の法員むとしてマルクス
を捉えているという意味で、当時に典型的な社会進化論 (Social Darwinism)の洗礼を被っていたこ
とが読み取れる。時代的な制約性として、やむを得ない事態であったと言えよう。
さらに、「コミンテルン東洋郵書部朝鮮委員会Jが上海で刊行した1931年5月から1932年7月までの雑
誌 fコミュニストjに朴憲永が寄稿した論考をいくつか見ることができる(1 …28~33) 。この中で特記
ユン京ンギル
すべきは、朴憲永が1932年に起きた予泰古による上海での;擦弾投開に対して「個人的テロ行動が決して革
命的関争方法ではなく、かえって群衆の組織的観争に障害となるjと喝破している点である。解放後に帰
国した大韓民田臨時政府主席の金九との模係悪化の伏線を見るようで、興味深い。
第2巻では伺よりも、朝鮮解放後の共産主義運動の路親を最初に提示した朴憲永の 18月テーゼjすな
わち「現情勢と我々の任務Jの!京本が収録されていることを特記すべきであろう (2-1)0 1945年8月
20Bに公開されたとされていた原本は、長くその確認を求められていた。全集には、 8月20日付と書かれ
た原本からロシア語への翻訳版が韓民語に再翻訳されて掲載されている。これまで知られていた9月20B
付のものと比較して路線上の差異はないが、のちに派関闘争の種となる有名な「濁流」と「清流jの記述
部分において、より明確に長安派共産党を批判しているのが注目される。
また開巻にはロシアから収集した記録として、本ト憲永が朝鮮の解放後に南朝鮮地域で、活動した持期、米
従軍主司令官ハッジ (JohnR.Hodge)、米軍政長官アーノルド (ArchibaldV.Arnold)、李承晩といった要人た
ちと会談した記録が掲載されている (2-3/2-4/2…12/2一日/2-14/2 -23)。これまで会
談内容の概略は f商護文書jや新聞報道資料等で知られていたが(ペロシア資料の翻訳瓶と対照すること
により一層その内容を詳細に確認できるようになった。一連の会談で注目すべきは、いわゆる輯鮮人民共
和閣に対する承認/解体の問題もさることながら、いわゆる「親日派」処遇問題をめぐって朴憲永があく
までも「原知」を貫徹しようとしたところである。植民地時期に反日闘争を通じて形成された彼の立場が
南北朝鮮の分裂占領下という状況変化のヰlで妥当であったかどうか、全集は「原則」の歴史的な脈絡と共
にその評価を問いかけている。
さらに同巻では、朴憲永が朴ピビアンナに送った個人的な書信2通 (2…83/2…130)と彼の自
(2 -2)を収録した。自筆履歴書は第 1巻にも収められている(1…19/1-20)が、本巻のそれ
は朝鮮の解放後に作成されてソ連第へ提出したものと見られ、より詳しく彼の経摩を示している。その他
に本巻には、既に『溺獲文書jから公刊された『世界と朝鮮iの原文書 (2-45~50) なと守ト憲永の対内
外認識を示す資料が多い。もちろん『十月人民抗争j(2 -125)、『三一運動の意義とその教訓Ij(2 -126)、
『東学農民戦争とその教習Ij(2 -127)はじめ、朴憲永の歴史とくに朝鮮近現代史に対する認識を示す貴
重な資料も数多く収録されている。
第3巻には『鼠獲文書jに含まれる資料が多いが、 1948年以降の『ウ 1)新聞jr報告、宇中央日報jr労力人
民jr襲鮮新開j等の接近の難しかった原典に掲載された資料も少なからず含まれている。北朝鮮政府の
樹立に先立つこの時期に朴憲永は、北朝鮮地域の海州から南労党の活動を指導していたから、北朝鮮から
の資料の公開がないために未だ絶対的に資料の少ない中、全集でこれらの資料を殺り込んだのは特記すべ
き事項であろう。一例として「統一独立を確信一朴憲永氏、記者団と会見J(3-3)、「北朝鮮人民委員
(6) 樹事室文議:jとは朝鮮戦争中に涯Ji室主立が南北朝鮮で捕獲した文献や資料を総称し、一般には米民アーカイヴス付属国家
記録保管所 (NationalRecord Centre)に所蔵されている膨大な資料群を指す。
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第4巻は、宇ト憲永が朝鮮解放前に活動した記銀を収集している。特記すべきは、コミンテルン際連資料
のうち、これまで、活動が不明だ、った fコミンテルン東洋秘書部朝鮮委員会jの会議録が掲載される (4-
47/4…48/4 -49/4 -52/4 -58/4 -59)等、不十分ながら当時のロシア内での論議をうかがうこ
とができる点である。また、日本人として注目すべきは、植民地統治時期に朴憲永ら朝鮮人共産主義者た
ちに対して符われた裁判記録が集成されているところである。例えば、最近になって話題を集めた古屋貞
雄(古賀貞雄)らの弁護活動に関して、全集ではかなりの記録を収録しており (4…116/4-120/4-
121ほか多数)、日本人と朝鮮独立運動との関わりを研究する貴重な史料となっている。
また開巻では、朴憲永と関連する文芸作品が3点、掲載されている。ひとつは彼をモデルとした沈葉
の小説「東方の愛人jである (4…212)。同小説は検閲にかかり掲載が禁止されたため、掲載分は1930年
間月 29 日 ~12月 10日となっている。もう一つは詩「朴君の顔j で、詩中の朴君は朴姓の 3 人をモデルと想
定しており、そのうちの一人が朴憲永だ、と言う (4…213)。
今ひとつの作品は、朴憲永自身が翻訳して1920年5月に『文友jに載った3編の英訳詩であるは -216)。
このうち「遺産 (TheHeritage) Jはローウェル (JamesRussell Lowell)、f青年は昼、老年は夜 (Youth，Day，
Old Age and Night) Jと「監獄の歌者 (TheSinger in the Prison) Jがホイットマン (WalterWhitman)の作品
で、最後の翻訳詩は当時の日本当局の検閲で全文削桧されたものを新たに翻訳して掲載し直している。こ
れら翻訳詩を通じて、朴憲永の関心、の所在や志向性を理解できるのである。
第5巻は、朝鮮の解放後に朝鮮共産党、南労党、朝鮮民主主義民族戦線等が機関として出した声明や談
話、記者会見での発表等を主に新聞報道から集大成した。左翼系の新聞や雑誌が多いのはもちろんながら、
これまで余り顧みられなかった f大衆新報jr現代日報jr第一新開j等にも資料を求めており、広範屈に
資料調査した様子がうかがえる。
第6巻も河様にこれら機関発表等を中心に掲載している。同巻ではそれに続いて、*ト憲永の人物論と彼
へのメッセージをまとめて収録した後、米ソ再箪の各種情報機関が作成したり受け耽ったりした朴憲永や
披の指導する朝鮮共産主義運動に関する諸資料が掲載されている。ここで特記すべきは、ロシア側の情報
資料が何点か含まれていることであろう (6-55/6 --77)。また、 1946年1月に問題化した朴憲永と内
外記者団との会見をめぐる報道資料も本巻に収められており(6 -129~ 138)、南朝鮮地域で反共主義イ
デオロギーが形成される契機となった記者会見の研究に便宜を提供している。
第7巻には、北朝鮮へ逃亡したのち金日成により粛清されるまでの諾資料が収録されている。特記すべ
きは、 1953年に朴蜜永が逮捕された産後の3月31日、金日成が当時の北朝鮮駐在ソ連大使ラズヴァーエフ
(BJla，DHMHp H.Pa3YBaeB) と会談した記録が掲載されている点であろう (3一文書… 1)。この中で金
日成は朝鮮戦争と関連させながら、朝鮮の解放後からの朴憲永による fスパイJとしての活動、とりわけ
朴憲永が指導した南労党による武装パルチザ、ン闘争をめぐる諸問題を逮捕の理由として挙げている。ここ
から見て我々は、全集に付けられた解題とは異なり(ヘ金日成が常々これら南労党幹部の活動を苦々しく
考えていた様子がわかるのである。
問巻ではまた、既に韓国で『北韓関係史料集jの一部として刊行されてはいるが、この朴憲永事件に関
連する朝鮮労働党中央委員会全員会議の決定書問ト憲永の庇護下で、李承爆徒党が敢行した反党的、反国家
的、犯罪的行為と許ガイの自殺事件についてjが掲載されている (3 2 )。この決定警は、ソ連
(7) 全集の解題で、は念日成の挙げた理由を「解放直後の一つ二つの事例を除外すれば、会て朝鮮戦争勃発以後の政情と関連
したものjと見て、ここから「朴滋永逮捕の夜接的な動機が戟鮮戦争勃発以後、朝鮮労働党内の分派滋争と戦争資任をめぐ
る努力向葛藤と関連するjとしている。;全集j第7巻、 p.303.
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派の幹部として北朝鮮政府で重要な職責を務めた後ロシアに亡命した朴吉龍から購入したいわゆる f決定
集iの中から、取り込まれた。この決定書からは、キト憲永ら南労党幹部を欝済する論理が明確に読み取れ
るだけでなく、その論理が許ガイのような「自殺jしたとされる人物に対しては通用しないことがわかる。
つまり、何ら証拠を伴わない自白のみに立脚した論理は以降、金日成が演出する政治劇として北朝鮮内部
に冷戦の論理を持ち込み、彼に反対する勢力を除去して、偶人独裁政権の形成を導くことになった。
第8巻で特記すべき資料は、モスクワに所議されていた「韓ベラ個人ファイルJ(8 … 23~35) を含む
朴憲永の最初の奏である朱世竹に関する文献である。これら資料により、朱世竹の実子である朴ピピアン
ナが主張していた実母の数奇な運命が事実であることを確認できる。すなわち、最初の夫である朴憲永の
検挙後に朱世竹がソ連に戻り、そこで金丹治と再婚したものの、新夫の処刑と共に彼女も中央アジアのカ
ザフスタン共和国グジルオルダナHに流刑となったこと、また朝鮮解放後の1946年5月に朴憲永の仕事を助
けるという理由でスターリンに北朝鮮への派遣をi直訴したこと、さらに1953年の朴督、永逮捕の知らせを聞
いて朱世竹がモスクワを訪問した際に肺炎にかかり、バレエの地方公演に出かけていた娘のどピアンナと
再会できずにそのまま患を引き取ったこと等である。
また本巻には、朴議永と関係した人たちの証言がいくつか収録されている。このうち朴議永と短期開な
がら生活を送った国鏡の実母たる欝)1買年の証言は、大田刑務所出獄後の朴憲永の生活栢を伝えておもしろ
い (8-15)。もちろん、全集編纂の提起者で、ある屈鏡も自らのインタヴュー記録を残しており、この内
容も朴憲永と被が活動した時代を照らし出す上で一読する{函館が高い (8…10/8 11/8-14)。
4.全集刊行の意義と今後の朴翠永研究の課題
以上のような特色をもっ全集の刊行は、従来の南北朝鮮問の対立から歴史の隠に葬られた朝鮮近現代政
治のー聞に光を当て、特に朝鮮解放から朝鮮戦争の休戦に至る時期を再構築するのに大きな貢献をすると
期待される。それだけで、なく は、南北朝鮮開の理念対立を打破する突破口となるのではないかと思わ
れ、韓国内において論争が続いている国家保安法の改境問題などにも設に陽に影響を与えるであろう。全
集刊行の意義は大路つぎのように要約できる。
①朴憲永と彼が指導した朝鮮共産主義運動に関する包括的な史料として、今後の研A究に資するところが
大であり、特に朝鮮半烏をめぐる国際政治の冊究者にとっては格別な意義がある、
②日米中ロの膨大な史料を全て韓国語で編纂したことで、米国中心の研究体系だ、った韓国の政治学や歴
史学などの学界に新しい進路を開くと共に、今後の研究を先導する力量を示した、
③全集の刊行作業が朴憲永の実子により主導された経緯から、作業がマス・コミで広く知られる過程で
南北朝鮮簡の対立がもたらす負の側面が浮き彫りにされ、韓国民に反省を促した、
④南北朝鮮関の理念対立を越えて、韓国では共産主義を受け入れる精神的な土壌と余裕が出来ており、
今や社会的に充分な成熟を見たことが明確に示された、
⑤材、憲永が被った粛清の過程がかなり明らかになる成果をもたらすと同時に、この成果を通じて未だ沈
黙を守っている北朝鮮や中聞からの清報公開が切実に要求されることが痛感された。
これらのうち、最後に挙げた意義は、未だ作業は道半端で、今後もロシア、中国、そして北朝鮮の資料
を探し続けると述べた闘鏡の言葉に象般的に見て取ることができるヘ実際、北斡鮮はもちろん、中患で
も北朝鮮との政治的な関係悪化に艶慮して、北朝鮮政府から要請のあった資料の公開を控えているよう
だ。いわゆる「党案巻資料Jと言われる中国共産党の保存文書類の中には、まだ多数の貴重な資料が埋も
(8) 劉鏡によるラジオでのインタヴュ一発言言、韓国仏教放送 f無明を照らしてJ(韓民諾)、 2004年5月8日。
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れているはずで、ある。
ここから、今後の朴蜜永研究の課題を抽出すれば、おおよそ次の3点にまとめられるであろう。
イ.世界各地とりわけロシア、中国、北朝鮮で所載されている朴蜜永に関係する資料や文献を掘り起こし、
それらを既存の研究の中で位置付けて、研究の更なる拡大と深化を留る、
ロ、本ト憲永研究を一つの先行事剖として、従来から研究の必要性が痛感されてきた朝鮮社会主義運動全般
に対して、各閣の研究者が相互に協力する形で研究を展開する、
ハ、国籍を向うことなく、長期開にわたる南北朝鮮の分断によりさまざまな形で、迫害を被ってきた偲々の
犠牲者たちに救済の光を当て、その名誉田復を閣る。
ハ.については既に、反共国家だった韓国で民主化が進展するに伴い、着実に認識の変化が起きており、
日本の植民地統治下で独立運動を繰り広げた共産主義者たちに民族主義者たちと同等ないしはそれ以上の
再評価を下そうという動きが起こっている。例えば、朴憲永と同時期に活動した社会主義者の
第1巻も昨年6月に刊行を見{ペおそらく今後数年の中には問様な活動家たちの著作集が企部、編集され
ると考えられる。そうなれば、反共主義イデオロギーから朝鮮共産主義運動を無視してきた韓国だけでな
く、歴史をほぼ完全に歪曲してしまった北朝鮮の実後にも迫ることができ、我々の歴史認識は飛騒的に向
上すると期待して良い。
おわりに
筆者は2004年10月16日(土)、ソウル世宗文化会館で開催された全集の刊行を祝賀する f而了朴憲永
全集出版記念シンポジウム 朴憲永とその時代Jに参席した。このシンポジウムでも確認されたとおり、
この全集が圏鏡を中心とする碩学による朴憲永研究のひとつの結実であると問時に研究の開始であり、こ
れjよj、持も引き続いて関係資料の収集と整理、探求と考察がなければならない。
この意味において全集編纂過程で示されたように、韓国内でこれからの研究を継続する受け盟は充分に
あると吉えるだろうが、果たして日本内ではどうか、反省しなければならない。筆者は朝鮮解放時期に限っ
ても研究者が非常に少ないことを憂うと共に、それが朝鮮半島認識において致命的な欠損をもたら
していると考える。すなわち、投致問題、核開発照題はじめ現在の北朝鮮に対ーする日本国内の認識にあっ
ては、北朝鮮の厩史的な形成過程が充分に認識されていないため、ただ
れている実情でで、ある O 特に、あたかも金既成により北輯鮮が創設されたかのような歴史を歪曲する虚偽宣
伝が日本人による北朝鮮認識の基識にある限り、日朝国交正常化をすることは不可能であり、したがって
栓致開題も真正な意味で完全には解決されないであろう。
朝鮮共産主義運動が日本による植民地統治に反対する独立運動として開始され、日本当局の弾圧の中で
展開された事実。その植民地統治の中から生み出された「親日派」朝鮮人が争点となって、朝鮮の解放後
に民族主義勢力と共産主義勢力の不和と対立がもたらされたという歴史的な連続性。さらに朝鮮戦争が停
戦となる中で南北朝鮮の各国内に冷戦が構造化され、本ト憲永はじめ共産主義勢力が粛清されて金日成の個
人独裁政権が形成されてしまう経緯。
そして、この分断構造に1965年の日韓国交樹立を通じて!日宗主国たる日本が加担し、対立を激化させる
役割を果たしたのである。これらの事実を日本人が認識するのに、全集の刊行は正に打って付けだと言う
ことができるであろう。日本の植民地統治から米ソ両軍の分割占領を経て朝鮮戦争の停戦に至る南北朝鮮
(9) 成i湯呂氏大宗会編『夢路 呂逐亨会後J1 (韓国文)、ソウル、ハヌル、 20例年6月。
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の原状は、朴憲永という南北どちらの体制jからも打ち捨てられた人物の軌跡を辿ることを通じて、我々の
前に偽造も捜造もなく明らかになるのではないだろうか。韓国では軍部権威主義体制が繰り返し現れ、北
朝鮮では倒人独裁政権が長期間にわたり継続するのも、正に朴憲永の時代が残した遺産の上においてであ
る。北朝鮮政府と北朝鮮人民が一枚岩どころか、政府に深い反感を住民が癒すに至ったのは、現在の南北
朝鮮が形成された歴史的な経緯から由来するのである。
このような問題意識を抱いて祭者は、全集のうち日本と関係の深い部分を邦訳して f朴憲永選集』とし
て刊行する準備を進めている。いつ、どのような形で刊行できるか等、未だ何も確言できないが、既に毘
鏡との会見を通じて一旦この計闘が承認された。早ければ翻訳対象の選定を本年前半に終了し、翻訳者の
募集を経て本年後半には実際の翻訳作業に突入することになろう。
だが、そもそも選定基準をどう定めるのか等、翻訳対象の選定作業だけでもかなりの臨難が予想される。
そこで、朴憲永研究のひとつの締め括りとして是非とも f選集j刊行を成功させたい筆者としては、全集
の追加的な調査・研究だけでなく、この f選集j刊行に関係者からの多くのご指導、ご支設を賜ることを
祈顧しつつ、全集の資料紹介としたい。最後に、筆者の連絡先を記しておくので、一人でも多くの方々が
『選集j編纂作業にご協力の名乗りを上げていただくよう切望する。
研究室(住所)キ840-8502 佐賀市本庄町I 佐賀大学文化教育学部 森養宣研究室
(電話)0952-2ふ8231(ファクス科用可能)/ (E-mail Address)morizen2@cc.saga-u.ac.j 
